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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リード線に接続される巻線が巻回される環状凹部を有するコイル用ボビンにおいて、
　前記環状凹部の側面を形成するフランジ部にリード線取出部を設け、該リード線取出部
に、前記リード線が通る第１貫通孔と、該第１貫通孔に連通し該第１貫通孔に前記リード
線を通した状態で防水対策のための目止め用の接着剤が充填される第２貫通孔とを設ける
　ことを特徴とするコイル用ボビン。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ソレノイド、差動トランス等のコイル用ボビンに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、コイル用ボビンとして、図３に示すような構成を有するコイル用ボビンが知られて
いる。
【０００３】
図３に示すコイル用ボビン２０は、リード線２１に接続される巻線２２が巻回される環状
凹部２３を有するとともに、この環状凹部２３に隣接して形成され、巻線２２とリード線
２１とのはんだ付け作業を行うための作業空間を作るための他の環状凹部２４を有してい
る。また、上記他の環状凹部２４の側面を形成するフランジ部２５にリード線取出部２６
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が形成されており、このリード線取出部２６の貫通孔２７にリード線２１が通される。
【０００４】
そして、上記他の環状凹部２４には、巻線２２とリード線２１とのはんだ付け作業終了後
、防水対策のための目止め用の接着剤２８が入れられる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記のような従来のコイル用ボビン２０によると、上記他の環状凹部２４
を設けているためボビン２０の全長が長くなり、また、目止め作業に使用される接着剤２
８の量が不均一となり、さらに、目止め作業に熟練を要するという問題があった。
【０００６】
本発明は、上記従来の問題点に着目し、ボビンの全長の短縮化を図るとともに目止め作業
に使用する接着剤の定量化及び目止め作業の簡易化を図ることができるコイル用ボビンを
提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明のコイル用ボビンは、リード線に接続される巻線が巻回される環状凹部を有する
コイル用ボビンにおいて、前記環状凹部の側面を形成するフランジ部にリード線取出部を
設け、該リード線取出部に、前記リード線が通る第１貫通孔と、該第１貫通孔に連通し該
第１貫通孔に前記リード線を通した状態で防水対策のための目止め用の接着剤が充填され
る第２貫通孔とを設けることを特徴とする。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、図面に基づいて本発明の一実施形態を説明する。
【０００９】
図１は、一実施形態に係るコイル用ボビンの断面図、図２は、図１に示すリード線取出部
のII矢視図を示す。
【００１０】
図１及び図２において、コイル用ボビン１は、リード線２に接続される巻線３が巻回され
る環状凹部４を有する。この環状凹部４は、パイプ部５と一対のフランジ部６、７とによ
って形成されている。
【００１１】
環状凹部４の一方の側面を形成するフランジ部６には、外側に突出するようにリード線取
出部８が設けられている。このリード線取出部８は、ボビン１の全長方向に沿って穿設さ
れた第１貫通孔９を有するとともに、この第１貫通孔９と直交する方向に沿って穿設され
第１貫通孔９に連通する第２貫通孔１０を有する。
【００１２】
第１貫通孔９には、リード線２が通り、第２貫通孔１０には、第１貫通孔９にリード線２
を通した状態で目止め用の接着剤（ボンド）１１が充填される。ここで、第２貫通孔１０
に充填される接着剤１１の量は、第２貫通孔１０の容積によって略決まり、接着剤１１の
定量化を図ることができる。また、第２貫通孔１０を利用してリード線２の目止めを行う
ことから、目止め作業が簡易になるとともに、従来のようなはんだ付け作業のための作業
空間が不要となり、ボビン１の全長の短縮化を図ることができる。
【００１３】
【発明の効果】
本発明のコイル用ボビンは、環状凹部の側面を形成するフランジ部にリード線取出部を設
け、リード線取出部に、リード線が通る第１貫通孔と、第１貫通孔に連通し第１貫通孔に
リード線を通した状態で目止め用の接着剤が充填される第２貫通孔とを設けることを特徴
とする。
【００１４】
このため、第２貫通孔に充填される接着剤の量は、第２貫通孔の容積によって略決まり、
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接着剤の定量化を図ることができる。また、第２貫通孔を利用してリード線の目止めを行
うことから、目止め作業が簡易になるとともに、従来のようなはんだ付け作業のための作
業空間が不要となり、ボビンの全長の短縮化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係るコイル用ボビンの断面図である。
【図２】図１に示すリード線取出部のII矢視図である。
【図３】従来のコイル用ボビンの断面図である。
【符号の説明】
１　　コイル用ボビン
２　　リード線
３　　巻線
４　　環状凹部
６　　フランジ部
８　　リード線取出部
９　　第１貫通孔
１０　　第２貫通孔
１１　　接着剤

【図１】

【図２】

【図３】
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